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(Separate Form 2) 
論文の要旨  





























































(Separate Form 3) 
博士論文審査結果の要旨  
Summary of the results of the doctoral thesis screening  
 
（論文審査結果）［ ２０１８年 ２月 ７日実施］ 
富田裕章氏の博士論文本審査を , １０時００分から２時間に渡って本人と５名の委員全
員の出席の下に行い , 公開の博士論文発表会および本審査のための会議を行った . その結
果 , 富田氏の博士論文は学位を授与するのに十分な内容であると判断した. 
 
［論文の概要について］  
本論文は全７章７８ページから成り , 全て日本語で執筆されている . 論文の主な内容は , 
欠測が生じているデータへの多重代入法の適用において, 欠測の補完値を生成するモデル
が妥当ではなかった場合に，解析段階で重み付き最尤法による調整を行うことによって , 
一致性を有する推定量が得られることを主張するものである. 推定量の理論的な導出の他 , 
シミュレーションによる性能評価と実データへの適用についても議論がなされている . 
第 1 章では , 序論として欠測値を含むデータに対する統計手法について概観され，問題
提起を行うとともに，本論文の構成について記されている . 
第２章，第３章は先行研究のレビューである．第２章では, 欠測の発生メカニズムや欠
測の無視可能性等の欠測に関する諸概念の定義が行われ , 欠測を含んだデータに対する , 




ータ拡大法」といった古典的な手法の他に , 実用上広く用いられている , 「連鎖式による
多重代入法」についても述べられている . この手法は , 同時分布について仮定を置かない
代わりに，欠測が生じている個々の変数に対して他の変数からの条件付き分布をモデル化
し , ギブスサンプリングと同様に逐次的に補完値を生成することが特徴である . さらに ,  
ノンパラメトリック法による欠測値補完についても言及されている . 
第４章では , 欠測値を補完するためのモデルが誤特定されている場合に , データの解析
段階で調整を行うことによって , 漸近的に一致性のある統合推定量が得られることを重み
付き最尤法の枠組みで示している . 調整に用いる重みは , 欠測値補完で用いる条件付き密
度関数と真の条件付き密度関数との比として与えられるが, 真の条件付き密度は一般に未
知であるため , 「最小二乗条件付き密度推定」と呼ばれる機械学習の分野で提案されてい
る推定法を用いることによって重みを推定することを提案した . 本論文では , 以上の手順






している . また , 冠動脈疾患に関する実データ解析に提案手法を適用した結果についても
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検討がなされており，実データ解析においても有用であることが示されている . 
第６章では , 目的変数に欠測が生じた場合への本手法の適用について検討がなされてい
る .この場合は , (欠測のメカニズムがMARの下では) 一般に完全ケース解析による推定量
が一致性をもつ状況であるので , 予測精度の向上に提案手法を用いることができるか否か
を検討し，新たにハイパーパラメータを用いた交差検証を追加することで，完全ケース解
析と多重代入法  (BCMI) のうち，補完モデルの外れ具合に応じて適切な解析手法を選ぶこ
とができる方法の提案を行っている . この方法と完全ケース解析，通常の多重代入法 , (交
差検証なしの) BCMI を数値実験で比較し，ここで提案している方法の有用性が示されて
いる . 

















あり , また , 第４章と第５章の内容は , 査読付き国際学術誌「Statistics in Medicine」に
投稿し , 現在改訂中であるが , いずれも申請者が筆頭著者となっている. 以上から , 博士論
文審査委員会は , 申請者の博士論文が博士  (統計科学 ) に十分値する水準であると全員一
致で判断した . 
 
